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研究では 10-10 法の電極配置法で定められている電極を用いた．図 2.2.1 に 10-10 法の電極
配置位置を示す．また，脳波のうち特定の周波数帯域を基礎律動と呼び，α 波，β 波などに





































実験に使用した装置を表 3.2.1 に示す． 
表 3.2.1 実験に使用した装置（自著文献[14] 表 1 より引用） 
生体指標 実験装置 
瞳孔径 Tobii Technology 社製アイトラッカ Tobii X60（60[Hz]計測） 
基礎律動 
Interaxon 社製簡易脳波計 Muse 
（AF7、AF8、TP9、TP10 の 4 チャンネル、256[Hz]計測） 
RRI Polar 社製心拍センサ H7 及び同社製スポーツウォッチ V800 










6. 全ての映像について 4 から 5 を繰り返す．但し，5 本目の映像のアンケート回答後に 5
分の休憩を挟み，休憩終了後は 2 の操作をもう一度行う． 
 
3.4 被験者 
実験は 57 名（男性 33 名，女性 24 名，平均年齢 21.2 歳，標準偏差 1.14）に対して行っ
た．そのうち，5 名（男性 3 名，女性 2 名，平均年齢 21 歳，標準偏差 0.89）について 5.1









の映像を用意した．実験では 1 から 10 の順番で再生した．また，イライラする映像は個人
で撮影したものを使用し，愉快な映像 2 種類[15][16]，怖い映像 2 種類[17][18]，安らぐ映像
[19][20]，すごい・興奮する映像[21][22][23]，悲しい映像[24]，感動する映像[25]，退屈な映
像[26]は動画共有サイトから選択し，動画の長さが 3 分程度になるように調整した． 
 
3.6 アンケート 
アンケートでは，映像の 15 秒ごとのキャプチャを用意し，その 15 秒の間に生起した感
情に当てはまる項目があれば回答してもらった．アンケート項目を表 3.6.1 に示す．回答は
無回答および 2 つまでの複数回答としたが，本研究では無回答および 1 つまでの回答を解
析に使用した． 
表 3.6.1 実験に使用したアンケート項目（自著文献[14] 表 2 より引用） 
(1) 怖い (5) 安らぐ 
(2) イライラする (6) 愉快 
(3) 悲しい (7) すごい・興奮 







4.1.1 LSTM Autoencoder（LSTM AE）による個々の映像視聴者の解析 
LSTM AE とは，LSTM（Long short-term memory）と呼ばれる長期の時系列データを
学習することができる RNN（Recurrent Neural Network）の一種と，Autoencoder を組
み合わせた学習手法であり，時系列データの特徴表現の抽出が可能である．データセット
を窓幅 32，スライド幅 1 でスライドして整形し，各被験者の映像 1 から映像 8 の各映像の
前半 20％をテストデータ，後半 80％を学習データとして学習を行った．学習後は中間表現
を抽出して k-measn 法によるクラスタリングを行い，アンケート回答との対応を行った．
アンケート回答は，各窓の最頻値を該当時間の回答とした．また，映像 9 及び映像 10 は学
習には使用せず，感情分類時にのみ使用した．  
 
4.1.2 Convolutional Autoencoder（CAE）による個々の映像視聴者の解析 








内の 9 本のアンケート回答に該当する線とその番号の対応を図 4.1.3.1 に示す．クラスタリ






図 4.1.3.1 クラスタ内の線とアンケート番号の対応 
 
図 4.1.3.2 クラスタリング結果の例 
4.1.4 Variational Autoencoder（VAE）による個々の映像視聴者の解析 
VAE とは，Encoder の出力が正規分布の平均と共分散行列となり，特徴表現がその正規
分布からサンプリングされる Autoencoder である．各被験者の映像 1 から映像 8 の各映像
の前半 20％をテストデータ，後半 80％を学習データとして学習を行った．学習後に潜在変





4.1.5 LSTM Variational Autoencoder（LSTM VAE）による個々の映像視聴者の解析 
LSTM VAE とは，VAE の Encoder，Decoder 部分に LSTM を使ったものである．デー
タセットを窓幅 32，スライド幅 1でスライドして整形し，VAEと同様の手順で解析を行い，
結果を比較した．アンケート回答は，各窓の最頻値を該当時間の回答とした．このときの




表 4.1.5.1 CAE，VAE，LSTM VAE の学習条件 
 LSTM AE CAE VAE LSTM VAE 
活性化関数 Tanh relu tanh 
最適化アルゴリズム RMSprop Adam RMSprop 
損失関数 MSE KL divergence 
正規化 L2 正規化 
エポック数 100 
バッチサイズ 32 
テストデータ 映像 1 から 8 の各映像の前半 20％ 








4.1.6 LSTM AE・CAE・LSTM VAEによる複数映像視聴者間の解析 
複数映像視聴者間の解析では，被験者 27 名の映像 1 から 10 の各映像の前半 20％をテス
トデータ，後半 80％を学習データとして， LSTM AE 及び CAE は 4.1.1 節，LSTM VAE
は 4.1.4 節と同様の手順で感情分類を行った．その後，LSTM AE は DBSCAN によるクラ
スタリングを行い，各感情の分布を可視化した．このときの各手法の学習条件を表 4.1.6.1
に示す． 
表 4.1.6.1 LSTM AE，CAE，LSTM VAE の学習条件 
 LSTM AE CAE LSTM VAE 
活性化関数 Tanh relu tanh 
最適化アルゴリズム RMSprop Adam RMSprop 
損失関数 MSE KL divergence 
正規化 L2 正規化 
エポック数 100 
バッチサイズ 32 
テストデータ 映像 1 から 10 の各映像の前半 20％ 












𝑘個のクラスからなる辞書 A を以下のように設定する． 
A = [A1, A2,… , Ak] ∈ Rm× n (2) 
この時，クラス i に属する𝑛𝑖個の辞書𝐴𝑖を以下のように表す． 
Ai = [vi, 1, vi, 2,… , vi, ni] ∈ Rm× ni (3) 
また，テストデータを y∈𝑅𝑚とし，𝐴𝑖による𝑦の線形表現を以下のように表す． 
y = αi, 1vi, 1 + αi, 2vi, 2 + ⋯+ αi, nivi, nk (4) 
次に，A を L2 正規化し，L1 ノルム最小化問題を解くことでスパース係数𝑥̂ 1 を求める． 
x1̂ = argminx‖x‖1,Ax = y (5) 
ここで，以下のような𝛿𝑖を設定する． 
δi(x1̂) = [0,… ,0, αi, 1, αi, 2,… , αi, ni, 0,… ,0] (6) 
𝐴𝑖と𝛿𝑖による線形表現と𝑦の残差𝑟𝑖(𝑦)を求め，𝑟𝑖(𝑦)が最小となるクラス i を求める． 
argminiri(y) = ‖y − Aiδi(x1̂)‖2 (7) 
 
本研究では，被験者の各アンケート項目が選択された時刻の全データを使用した．その







出した．欠損が 5 秒以内の被験者が 15 名，5 秒以上 10 秒以内の被験者が 11 名，10 秒以









割合を 1 秒毎に算出し，4 チャンネルの「（β 波の割合）/（α 波の割合）」および「（γ 波の割
合）/（α 波の割合）」を求めた．FFT は 1 秒窓で 1 秒ずつスライドさせた． 
 
4.2.1.3 RRI 
RRI は，1 秒毎のデータになるように 5 秒以内の欠損を線形補間した後に，式（1）の「実
測 RRI」を「毎秒の計測 RRI」，「安静時推定 RRI」を「全計測 RRI の平均値」として RRI







2. 鼻頭（P30）を中心として左右の目尻（P37 及び P46）の y 座標が一致するように回転
移動する． 
3. 鼻頭（P30）と左右の目尻（P37 及び P46）から成る三角形の面積が大きいフレームか
ら順に確認し，正面を向いていると思われるフレームを標準フレームとして選出する． 
4. P28 の x 座標と，左右の目頭（P.40 及び P43）の y 座標が一定となるように平行移動
する．この x 座標と y 座標による点を点 A と呼ぶ． 
5. 標準フレームと各フレームの点 A と口下（P58）の y 座標間の距離が一定となるように
拡大・縮小する（Pitch の補正）． 
6. 標準フレームと各フレームの点 A と左目尻（P37）及び点 A と右目尻（P46）について，
x 座標間の距離が一定となるように拡大・縮小する（Yaw の補正）． 
解析には目・口の特徴点（P37～P68）を使用した．そのうち，P37 の x 座標，P46 の x





図 4.2.1.1 取得した顔特徴点（文献[31] Figure 2 より引用） 
4.2.1.5 データセット 
以上の瞳孔径 3 データ，基礎律動 8 データ，RRI 変化率 1 データ，顔特徴点 61 データを








図 4.2.2.1，複数被験者間の解析における瞳孔径のヒストグラムを図 4.2.2.2 に示す．図






図 4.2.2.1 個々の映像視聴者の解析における瞳孔径のヒストグラム 
 
図 4.2.2.2 複数被験者間の解析における瞳孔径のヒストグラム 
4.2.2.2 基礎律動 
基礎律動は 4.2.1.2 節と同様の手法で整形した．複数被験者間の解析にあたって，データ
が妥当であるか確認するために，基礎律動の 4 チャンネルの β/α 及び γ/α のヒストグラムを






図 4.2.2.3 β/α のヒストグラム（AF7） 
 




図 4.2.2.5 β/α のヒストグラム（AF8） 
 
 




図 4.2.2.7 β/α のヒストグラム（TP9） 
 




図 4.2.2.9 β/α のヒストグラム（TP10） 
 
図 4.2.2.10 γ/α のヒストグラム（TP10） 
4.2.2.3 RRI 






















端（P49，P55）の座標は手順 5 において座標変換に使用したため除いた．4.2.1.4 節の個々
の映像視聴者の解析における目頭（P40，P43）の顔特徴点のヒストグラムを図 4.2.2.12 と
図 4.2.2.14，複数被験者間の解析における目頭の顔特徴点のヒストグラムを図 4.2.2.13 と図






図 4.2.2.12 個々の映像視聴者の解析における右目頭のヒストグラム 
 




図 4.2.2.14 個々の映像視聴者の解析における左目頭のヒストグラム 
 
図 4.2.2.15 複数被験者間の解析における左目頭のヒストグラム 
4.2.2.5 データセット 
以上の瞳孔径 3 データ，基礎律動 8 データ，RRI 変化率 1 データ，顔特徴点 60 データを






5.1 LSTM AEと CAEによる個々の映像視聴者の解析 
5.1.1 結果 
被験者 23 と被験者 50 の結果を例に取り上げる．被験者 23 の LSTM AE による感情分類
結果を図 5.1.1.1，CAE による感情分類結果を図 5.1.1.2 に示す．また，被験者 50 の LSTM 
AE による解析結果を図 5.1.1.3，CAE による解析結果を図 5.1.1.4 に示す．クラスタリング
結果の縦軸はクラスタ番号，横軸は累積時間を表している．また，クラスタ数は Gap 統計








図 5.1.1.2 CAE による解析結果（被験者 23） 
 




図 5.1.1.4 CAE による感情分類結果（被験者 50） 
5.1.2 考察 
被験者 23 について， 図 5.1.1.1 より，LSTM AE による学習では複数のクラスタで，一
つのクラスタに一，もしくは二つの感情が分類されている．一方， 図 5.1.1.2 より，CAE
による学習ではクラスタ 5 で「愉快」に対応するデータが分類されているのみで、他クラ
スタでは異なる感情に対応するデータが同一クラスタに分類されてしまっている．このこ
とより，被験者 23 については LSTM AE を用いることでよりアンケート回答に即した感情
分類ができることが分かる．次に，被験者 50 について，図 5.1.1.3 より，LSTM AE による
学習ではクラスタ 5 で「感動する」，クラスタ 6 で「退屈」に対応するデータが分類されて
いるが，クラスタ 2 では「愉快」と「怖い」という異なる感情に対応するデータが分類さ
れてしまっている．一方，図 5.1.1.4 より，CAE による学習ではクラスタ 6 において LSTM 
AE では分類できていた「感動する」と「退屈」に対応するデータが同一クラスタに分類さ
れてしまっているが，LSTM AE では分類できていなかった「愉快」と「怖い」に対応する
データはそれぞれクラスタ 4 とクラスタ 8 において分類されている．このことから，被験
者 50 においては LSTM AE と CAE による学習では感情分類結果は異なるが，どちらの分
類精度が高いかは判断できない．被験者 23と被験者 50において比較結果が異なるように，





5.2 VAEと LSTM VAEによる個々の映像視聴者の解析 
5.2.1 結果 
被験者 39 と被験者 42 の感情分類結果を例として取り上げる．これらの感情分類結果に
おけるプロット色とプロットマーカと感情の対応を図 5.2.1.1 に示す．被験者 39 の VAE に
よる感情分類結果を図 5.2.1.2 に，LSTM VAE による感情分類結果を図 5.2.1.3 に示す．次
に，被験者 42 の VAE による感情分類結果を図 5.1.2.4 に，LSTM VAE による感情分類結
果を図 5.2.1.5 に示す．また，図 5.2.1.3 と図 5.2.1.5 において，感情がまとまって分布して
いるものは黒丸で，未学習データに該当するものは赤丸で示している．図5.2.1.2と図5.2.1.4
において，まとまって分布している感情は見受けられず，未学習データは広範囲に分布し
ていたため図示することはできなかった．なお，被験者 39 及び被験者 42 はどちらも瞳孔
径の欠損は 5 秒以内であった． 
 
 




図 5.2.1.2 VAE による感情分類結果（被験者 39，自著文献[14] 図 4 より引用） 
 





図 5.2.1.4 VAE による感情分類結果（被験者 42，自著文献[14] 図 6 より引用） 
 
図 5.2.1.5 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 42，自著文献[14] 図 7 より引
用） 
5.2.2 考察 
被験者 39 及び被験者 42 において，図 5.2.1.2 及び図 5.2.1.4 より，VAE による解析では







次に，未学習データについて着目する．被験者 39 において，図 5.2.1.2 より VAE による
解析では未学習データは広範囲に分布していたが，図 5.2.1.3 より LSTM VAE による解析
では学習データの「愉快」の感情の近くに分布しており，学習していないデータでも高い
分類精度が得られたと言える．一方で，被験者 42 においては，図 5.2.1.4 の VAE による解
析では未学習データは広範囲に分布しており，図 5.2.1.5 より LSTM VAE による解析では
それぞれまとまって分布しているが，学習データの「愉快」と「怖い」の感情とは離れて





5.3 LSTM AE・CAE・LSTM VAEによる複数映像視聴者間の解析 
5.3.1 結果 
LSTM AE による感情分類結果を図 5.3.1.1，CAE による感情分類結果を図 5.3.1.2 に示
す．図 5.3.1.1 及び図 5.3.1.2 のクラスタリング結果の縦軸はクラスタ番号，横軸は累積時
間を表している．また，クラスタ数は Gap 統計量を参考に 8 に統一した．LSTM VAE によ
る感情分類結果を図 5.3.1.3，DBSCAN によるクラスタリング結果を感情ごとに可視化した
ものを図 5.3.1.4 から図 5.3.1.11 に示す．図 5.3.1.3 におけるプロット色とプロットマーカ





図 5.3.1.1 LSTM AE による感情分類結果 
 




図 5.3.1.3 LSTM VAE による感情分類結果 
 




図 5.3.1.5 LSTM VAE による「イライラする」の感情分類結果 
 
図 5.3.1.6 LSTM VAE による「悲しい」の感情分類結果 
 




図 5.3.1.8 LSTM VAE による「安らぐ」の感情分類結果 
 
図 5.3.1.9 LSTM VAE による「愉快」の感情分類結果 
 





図 5.3.1.11 LSTM VAE による「感動する」の感情分類結果 
5.3.2 考察 
図 5.3.1.1 より，LSTM AE による解析では，クラスタ 8 に「愉快」に対応するデータが
分類されているが、その他のクラスタでは複数の感情が同一クラスタに分類されている．
図 5.3.1.2 より，CAE による解析においても，クラスタ 1 に「怖い」，クラスタ 6 に「愉快」
に対応するデータが分類されているが，その他のクラスタでは複数の感情が同一クラスタ
に分類されている．図 5.3.1.3 より，LSTM VAE による解析においても，明確にまとまっ
て分布している感情は見受けられなかったが，図 5.3.1.4 より「怖い」と図 5.3.1.7 より「退
屈」は，全体に分布している他の感情と比較してまとまりがあると言える．これらの結果






表 5.4.1.1 に示す 2 種類の辞書とテストデータの分類方法で解析を行った．また，それぞ
れ，表 5.4.1.2 に示す 4 種類のデータセットで解析結果を比較した．条件(a)の感情推定結果
の全被験者平均値を表 5.4.1.2 に，条件(b)の同様の平均値を表 5.4.1.3 に示す．表 5.4.1.3 で
は，「安らぐ」及び「すごい・興奮」を回答した被験者がいたため，これらの感情も結果に





表 5.4.1.1 SRC のテストデータと辞書の分類方法 






推定対象者の映像 1 から 8 及びそ
れ以外の全被験者の映像 10 本の全
データ 
推定対象者の映像 9及び 10のデータ 
 
表 5.4.1.2 SRC のデータセットの種類  
 データセット 
（ア） 全生体情報を使用し，z-score による正規化を行う 
（イ） 全生体情報を使用し，z-score による正規化を行わない 
（ウ） 顔特徴点のデータを除いて，z-score による正規化を行う 
（エ） 基礎律動のデータを除いて，z-score による正規化を行う 
 











（ア） 0.208 0.133 0.026 0.016 0.084 0.221 0.336 0.085 0.069 
（イ） 0.244 0.432 0.086 0.051 0.165 0.270 0.305 0.116 0.124 
（ウ） 0.217 0.307 0.112 0.064 0.146 0.248 0.271 0.135 0.140 




表 5.4.1.4 SRC による(b)の感情推定結果 
 正解率 
F 値 
怖い 安らぐ 愉快 
すごい・ 
興奮 
（ア） 0.321 0.346 0.114 0.486 0.330 
（イ） 0.407 0.597 0.175 0.490 0.115 
（ウ） 0.324 0.485 0.263 0.412 0.147 
（エ） 0.319 0.335 0.168 0.469 0.342 
 
5.4.2 考察 






るが，表 5.4.1.4 より条件(b)のときは「安らぐ」だけ F 値が最も高くなっている．このこと
から，顔特徴点は個人差を除去することが難しく，推定対象者の顔特徴点を含めることで
より高い感情推定精度が得られると分かる．また，（エ）のデータセットに着目すると，表














まず，個々の映像視聴者の感情分類において，LSTM AE と CAE の解析結果の比較を行
った．LSTM AE による学習と CAE による学習後，特徴表現を抽出して k-means 法による
クラスタリングを行った．得られたクラスタリング結果とアンケート回答を対応付けさせ
た．その結果，解析を行った 6 名の被験者はそれぞれ比較結果が異なり，LSTM AE と CAE
についてはどちらの分類精度が高いかは一概には判断できなかった． 
次に，個々の映像視聴者の感情分類において，VAE と LSTM VAE の解析結果の比較を
行った．VAE による学習と LSTM VAE による学習後，潜在変数を t-SNE を用いて 2 次元
に圧縮して可視化を行い，感情の分布を確認した．その結果，被験者 27 名全員において
LSTM VAE を用いることでより高い感情分類精度が得られることが分かった．一方で，被
験者 27 名のうち被験者 12 名については学習に使っていない未知のデータに対する分類精
度にはまだ課題があることが分かった． 
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付録 A LSTM AE と CAE による個々の映像視聴者の解析 
 
図 A-1 LSTM AE による感情分類結果（被験者 4） 
 




図 A-3 LSTM AE による感情分類結果（被験者 21） 
 





図 A-5 LSTM AE による感情分類結果（被験者 47） 
 





付録 B VAE と LSTM VAE による個々の映像視聴者の解析 
 
図 B-1 VAE による感情分類結果（被験者 4） 
 
図 B-2 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 4） 
 




図 B-4 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 12） 
 
図 B-5 VAE による感情分類結果（被験者 13） 
 




図 B-7 VAE による感情分類結果（被験者 17） 
 
図 B-8 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 17） 
 




図 B-10 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 18） 
 
図 B-11 VAE による感情分類結果（被験者 19） 
 




図 B-13 VAE による感情分類結果（被験者 23） 
 
図 B-14 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 23） 
 




図 B-16 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 25） 
 
図 B-17 VAE による感情分類結果（被験者 27） 
 




図 B-19 VAE による感情分類結果（被験者 29） 
 
図 B-20 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 29） 
 




図 B-22 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 30） 
 
図 B-23 VAE による感情分類結果（被験者 33） 
 




図 B-25 VAE による感情分類結果（被験者 34） 
 
図 B-26 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 34） 
 




図 B-28 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 35） 
 
図 B-29 VAE による感情分類結果（被験者 36） 
 




図 B-31 VAE による感情分類結果（被験者 37） 
 
図 B-32 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 37） 
 




図 B-34 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 38） 
 
図 B-35 VAE による感情分類結果（被験者 40） 
 




図 B-37 VAE による感情分類結果（被験者 42） 
 
図 B-38 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 42） 
 




図 B-40 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 47） 
 
図 B-41 VAE による感情分類結果（被験者 48） 
 




図 B-43 VAE による感情分類結果（被験者 50） 
 
図 B-44 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 50） 
 




図 B-46 LSTM VAE による感情分類結果（被験者 51） 
 
図 B-47 VAE による感情分類結果（被験者 52） 
 




図 B-49 VAE による感情分類結果（被験者 57） 
 




付録 C SRC による複数映像視聴者間における解析 
表 C-1 SRC による条件(a)のデータセット(ア)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 
イライ
ラする 





4 0.154 NaN NaN NaN  0.051 0.296 0.140 0.067 
12 0.176 NaN 0.013 NaN 0.152 0.227 0.297 0.069 0.016 
13 0.199  NaN   0.263 0.312 0.174 NaN 
17 0.287 0.150  NaN  0.175 0.573 0.047  
18 0.179 0.019  0.056 0.161 0.136 0.341 0.123 0.115 
19 0.219 0.089   NaN 0.152 0.358 0.027 0.079 
21 0.181 0.022 0.011 0.037 0.160 0.199 0.338 0.119 0.055 
23 0.338 0.533  0.022  0.156 0.479 0.132 0.018 
25 0.175 0.037 NaN NaN 0.020 0.346 0.127 0.048 0.077 
27 0.261 0.034   0.202 NaN 0.334 0.398 0.075 
29 0.258 0.134 NaN NaN 0.033 0.448 0.311 0.070 0.073 
30 0.326 0.476 0.098 NaN  0.479 0.312 0.188 0.018 
31 0.152 0.025  NaN 0.235 0.328 0.077 NaN  
33 0.098 NaN  NaN 0.014 0.158 0.152 0.075 NaN 
35 0.201 0.068 0.024  0.141 0.115 0.455   
36 0.258 0.169 0.071   0.288 0.492 0.086  
37 0.216 0.143  0.059  0.258 0.372 0.042  
38 0.332 0.471 0.104  NaN 0.459 0.357 0.103 0.073 
39 0.200 0.137 0.045 NaN 0.016 0.246 0.401 NaN 0.132 
40 0.208 0.017 0.073 0.067 0.028 0.257 0.428 NaN 0.182 
42 0.195   0.041 0.023 0.175 0.433 0.036 0.087 
47 0.158 0.136 NaN NaN 0.175 0.208 0.246 0.146 NaN 
48 0.265 0.500 NaN  0.063 0.256 0.400 NaN NaN 
50 0.141 0.032   0.113 0.241 0.224 0.011 0.011 
51 0.089 0.072 NaN NaN NaN 0.108 0.233  NaN 
52 0.152 NaN NaN NaN 0.135 0.183 0.280 0.030 0.265 
57 0.189 0.061 NaN  NaN 0.061 0.454 0.059 0.181 




表 C-2 SRC による条件(a)のデータセット(イ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 
イライ
ラする 





4 0.173 0.042 0.179 0.155  0.247 0.280 0.051 0.120 
12 0.256 0.538 0.094 0.053 0.286 0.163 0.389 0.127 0.148 
13 0.154  0.045   0.246 0.231 0.133 0.071 
17 0.364 0.493  0.043 0.365 0.550 0.214   
18 0.180 0.230  0.031 0.195 0.151 0.273 0.129 0.171 
19 0.213 0.140   0.101 0.323 0.299 0.165 0.038 
21 0.216 0.199 0.073 0.055 0.289 0.226 0.330 0.155 0.182 
23 0.336 0.640  0.028  0.222 0.411 0.127 0.103 
25 0.217 0.283 0.111 0.090 0.133 0.331 0.277 0.049 0.035 
27 0.232 0.192   0.175 0.047 0.386 0.167 0.290 
29 0.236 0.452 0.032 0.071 0.053 0.362 0.260 0.148 0.153 
30 0.311 0.492 0.123   0.420 0.464 0.203 0.053 
31 0.222 0.522    0.382 0.096 0.121  
33 0.184 0.103  0.020 0.275 0.186 0.252 0.066 0.115 
35 0.283 0.676 0.110  0.110 0.251 0.332   
36 0.340 0.617 0.088   0.368 0.463 0.145 0.115 
37 0.216 0.146  0.031  0.198 0.408 0.103  
38 0.357 0.754 0.177  0.069 0.391 0.396 0.133 0.143 
39 0.247 0.533 0.020 0.027 0.122 0.302 0.251 0.105 0.185 
40 0.269 0.794 0.045 0.069 0.182 0.218 0.225 0.120 0.201 
42 0.176   0.053 0.239 0.208 0.286 0.048 0.073 
47 0.226 0.354 0.078 0.019 0.275 0.232 0.283 0.130 0.049 
48 0.356 0.768   0.118 0.343 0.393 0.056 0.167 
50 0.266 0.642   0.179 0.222 0.301 0.107 0.205 
51 0.193 0.448 0.041 0.037 0.052 0.298 0.186  NaN 
52 0.193 0.448 0.041 0.037 0.052 0.298 0.186   
57 0.170 0.288 0.113  0.031 0.109 0.367 0.071 0.109 







表 C-3 SRC による条件(a)のデータセット(ウ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 
イライ
ラする 





4 0.161 NaN 0.049 0.060  0.193 0.298 0.101 0.165 
12 0.179 0.238 0.165 0.067 0.171 0.186 0.197 0.155 0.169 
13 0.207  0.201   0.293 0.232 0.240 0.062 
17 0.292 0.346  NaN  0.315 0.507 0.118  
18 0.188 0.095  0.076 0.243 0.225 0.260 0.101 0.142 
19 0.243 NaN   0.063 0.322 0.342 0.076 0.155 
21 0.173 0.089 0.106 0.077 0.198 0.182 0.282 0.085 0.183 
23 0.281 0.449  0.130  0.249 0.391 0.172 0.121 
25 0.226 0.308 0.183 0.102 0.101 0.305 0.256 0.122 0.092 
27 0.179 0.158   0.123 0.054 0.286 0.161 0.261 
29 0.226 0.272 NaN 0.096 0.081 0.352 0.228 0.133 0.203 
30 0.268 0.455 0.207 NaN  0.320 0.283 0.240 0.071 
31 0.220 0.538  0.085 0.075 0.335 0.115 0.164  
33 0.184 0.144  0.082 0.220 0.216 0.219 0.053 0.171 
35 0.225 0.258 0.140  0.114 0.275 0.329   
36 0.291 0.500 0.034   0.357 0.330 0.127 0.132 
37 0.182 0.190  0.090  0.169 0.306 0.216  
38 0.250 0.421 0.100  0.180 0.278 0.311 0.116 0.096 
39 0.212 0.363 0.136 0.078 0.175 0.248 0.242 0.079 0.134 
40 0.248 0.635 0.124 NaN 0.125 0.208 0.299 0.141 0.144 
42 0.197   0.087 0.260 0.212 0.229 0.057 0.209 
47 0.211 0.179 0.192 NaN 0.217 0.235 0.285 0.176 0.082 
48 0.327 0.671 0.115 NaN 0.085 0.346 0.397 0.132 0.054 
50 0.238 0.541   0.110 0.272 0.229 0.203 0.124 
51 0.178 0.319 0.080 0.114 0.100 0.303 0.164  0.079 
52 0.143 0.318 0.071 NaN 0.171 0.128 0.111 0.126 0.118 
57 0.128 0.190 NaN  0.102 0.117 0.203 0.071 0.107 




表 C-4 SRC による条件(a)のデータセット(エ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 
イライ
ラする 





4 0.177 NaN NaN NaN  0.074 0.320 0.188 0.052 
12 0.181 NaN NaN NaN 0.165 0.200 0.340 0.038 0.025 
13 0.207  NaN   0.286 0.280 0.237 NaN 
17 0.316 0.053  NaN  0.340 0.554 0.098  
18 0.160 NaN  0.045 0.099 0.078 0.314 0.223 0.098 
19 0.204 0.121   NaN 0.141 0.343 0.024 NaN 
21 0.189 0.051 0.022 NaN 0.071 0.163 0.325 0.275 0.141 
23 0.304 0.487  0.022  0.050 0.442 0.136 0.067 
25 0.162 0.031 NaN 0.023 NaN 0.316 0.123 0.108 0.121 
27 0.263 NaN   0.208 0.013 0.353 0.385 0.109 
29 0.251 0.044 NaN NaN 0.040 0.436 0.287 0.115 0.095 
30 0.289 0.261 0.058 NaN  0.439 0.306 0.166 NaN 
31 0.139 0.020  NaN 0.197 0.301 0.073 0.009  
33 0.120 NaN  NaN 0.005 0.267 0.163 0.088 NaN 
35 0.229 0.063 NaN  0.221 0.206 0.435   
36 0.245 0.159 0.046   0.266 0.478 0.148 NaN 
37 0.227 NaN  NaN  0.309 0.376 0.046  
38 0.303 0.251 0.059  NaN 0.449 0.391 NaN 0.034 
39 0.161 0.065 0.036 0.033 0.014 0.077 0.377 NaN 0.021 
40 0.166 0.088 0.018 0.128 0.062 0.225 0.297 0.031 0.145 
42 0.182   0.049 0.054 0.160 0.414 0.020 0.047 
47 0.198 0.133 0.016 NaN 0.298 0.181 0.310 0.124 NaN 
48 0.299 0.519 NaN  0.158 0.252 0.382 0.432 NaN 
50 0.136 0.010   0.147 0.239 0.197 0.022 0.030 
51 0.078 0.068 NaN NaN 0.018 0.044 0.241  NaN 
52 0.160 NaN  NaN 0.118 0.205 0.367 NaN 0.270 
57 0.232 0.096 NaN  NaN 0.106 0.494 0.167 0.214 
平均 0.207 0.101 0.015 0.017 0.094 0.216 0.333 0.123 0.067 
66 
 
表 C-5 SRC による条件(b)のデータセット(ア)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 安らぐ 愉快 
すごい・
興奮 
4 0.102   0.240 NaN 
12 0.382 0.576  0.474  
13 0.184   0.131 0.384 
17 0.500 0.250  0.800  
18 0.264 0.087  0.522  
19 0.407  0.114 0.571  
21 0.390 0.125  0.744  
23 0.550 0.456  0.949  
25 0.049 NaN 0.286   
27 0.406   0.243 0.717 
29 0.316 0.125  0.222 0.552 
30 0.626 0.275  0.929  
31 0.045 0.087    
33 0.012  0.023   
35 0.259 0.405  0.385  
36 0.696 0.721  0.859  
37 0.364 NaN  0.673 NaN 
38 0.474 0.792  0.422  
39 0.129 0.389  0.068  
40 0.800 0.956  0.308  
42 0.333   0.500  
47 0.097 0.111 0.034 0.212  
48 0.205 0.696  0.065  
50 0.329 0.513  0.341  
51 0.056 0.105    
52 0.536 0.600  0.900  
57 0.164 NaN  0.621  





表 C-6 SRC による条件(b)のデータセット(イ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 安らぐ 愉快 
すごい・
興奮 
4 0.352   0.633 NaN 
12 0.451 0.582  0.605  
13 0.246   0.394 0.150 
17 0.614 0.696  0.745  
18 0.319 0.271  0.503  
19 0.315  0.063 0.508  
21 0.424 0.385  0.650  
23 0.680 0.780  0.784  
25 0.204 0.256 0.377   
27 0.171   0.380 0.061 
29 0.327 0.929  0.215 0.364 
30 0.513 0.393  0.770  
31 0.318 0.483    
33 0.105  0.205   
35 0.411 0.758  0.414  
36 0.633 0.715  0.729  
37 0.273 0.095  0.477 NaN 
38 0.457 0.769  0.425  
39 0.343 0.619  0.344  
40 0.843 0.983  0.308  
42 0.317   0.481  
47 0.442 0.523 0.056 0.610  
48 0.568 0.828  0.605  
50 0.354 0.595  0.178  
51 0.500 0.667    
52 0.571 0.848  0.286  
57 0.236 0.370  0.222  





表 C-7 SRC による条件(b)のデータセット(ウ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 安らぐ 愉快 
すごい・
興奮 
4 0.352   0.578 0.263 
12 0.150 0.076  0.333  
13 0.219   0.397 NaN 
17 0.455 0.500  0.638  
18 0.181 0.185  0.315  
19 0.389  0.341 0.500  
21 0.279 0.235  0.503  
23 0.470 0.674  0.500  
25 0.262 0.400 0.320   
27 0.154   0.344 0.111 
29 0.286 0.846  0.347 0.154 
30 0.496 0.667  0.549  
31 0.568 0.725    
33 0.128  0.227   
35 0.329 0.306  0.519  
36 0.449 0.625  0.534  
37 0.242 0.286  0.405 0.205 
38 0.370 0.591  0.431  
39 0.286 0.605  0.280  
40 0.571 0.750  0.348  
42 0.250   0.400  
47 0.363 0.361 0.162 0.545  
48 0.386 0.571  0.468  
50 0.317 0.474  0.302  
51 0.444 0.615    
52 0.250 0.522  0.133  
57 0.091 0.167  0.100  







表 C-8 SRC による条件(b)のデータセット(エ)を用いた全被験者の感情推定結果 
被験者 正解率 怖い 安らぐ 愉快 
すごい・
興奮 
4 0.091   0.213 NaN 
12 0.353 0.651  0.319  
13 0.132   0.020 0.389 
17 0.636 0.250  0.929  
18 0.271 0.044  0.547  
19 0.407  0.162 0.551  
21 0.355 0.084  0.713  
23 0.630 0.575  0.962  
25 0.039 NaN 0.235   
27 0.411   0.303 0.715 
29 0.357 NaN  0.222 0.604 
30 0.548 0.204  0.879  
31 0.023 0.044    
33 0.012  0.023   
35 0.190 0.314  0.292  
36 0.665 0.816  0.726  
37 0.313 NaN  0.564 NaN 
38 0.526 0.773  0.555  
39 0.129 0.343  0.103  
40 0.729 0.899  0.308  
42 0.217   0.356  
47 0.186 0.078 0.250 0.343  
48 0.523 0.966  0.462  
50 0.280 0.389  0.383  
51 0.042 0.080    
52 0.429 0.353  0.900  
57 0.127 0.167  0.133  
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